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迅速凍結粉砕装置IQ MILL-2070の基本性能

[背景] 熱分解(Py)-GC/MSでは試料の粒径が小さいほど熱伝導性向上により再現性が
向上する。試料の粒径を小さくするため粉末化を行うが、その方法の1つに凍結粉砕法が
ある。これは液体窒素等の冷媒を用いて試料を凍結させて粉砕する方法であり、樹脂や繊
維など常温では粉砕が困難な試料に適用され、油分を含む試料や粘弾性を持つ試料にも
有効である。しかし現行の市販粉砕装置には粉砕時間、液体窒素消費量、粉砕中の騒音
などにおいて課題があった。本報では、これら現行市販品の課題改善のために新たに開
発した迅速凍結粉砕装置について、その操作法と基本性能を述べる。

[操作法と基本性能] 新たに開発した粉砕装置IQ MILL-2070は、常温粉砕と凍結粉砕の
両方に対応する。本装置の動作手順をFig. 1に示す。(a) 試料容器の内部に試料と粉砕子
を入れて蓋をし、保温容器に挿入する。(b) 冷媒容器に液体窒素を入れ、保温容器セットを
トングでつかんで液体窒素に浸漬し、5-10分間予備冷却を行う。なお、常温粉砕の場合は
手順bは不要となる。(c) 保温容器セットを冷媒容器から取り出し、装置本体にセットする。
(d) 装置本体で粉砕速度、粉砕時間、サイクル数、サイクル間の待ち時間を入力し、
STARTボタンを押す。(e) 粉砕中は粉砕子の高速上下ねじれ運動により試料が迅速に粉
砕される。本装置の基本性能一覧をTable 1に示す。Fig. 1に示した操作により、新たに開
発した粉砕装置において、1）粉砕時の騒音の低減（55 dB *）、2）液体窒素消費量の削減
（試料によっては室温粉砕が可能）、3）粉砕時間の短縮（10-60秒程度で粉砕） が可能で
あった。
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Fig. 1 IQ MILL-2070の操作手順

(a) 試料容器と保温容器の断面図

(c) 装置内部 (e) 粉砕中の粉砕子の動き

(b) 予備冷却の様子（左：試料容器1つ、右：試料容器3つ）
※常温粉砕の場合、この手順は不要

or
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試料冷却時間 5-10分

粉砕時間 10-60 秒

粉砕速度 50-3,000 rpm

同時処理試料数 3

最大試料量 1.0 g / 容器1個

液体窒素消費量
（凍結粉砕時）

300-600 mL

騒音 55 dB *

装置重量 約12 kg

Table 1 本装置の基本性能

迅速凍結粉砕装置

高分子分析全般

凍結粉砕, 室温粉砕, 微粉末化

(d) 粉砕条件の入力

*: PSペレット1 g を12 mmΦ Zr

粉砕子・ 回転数 3,000 rpmで粉砕時

https://www.frontier-lab.com/jp/

	スライド 1

